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取材・文／本間学

一
般
選
抜
の
課
題

新
課
程
対
応
は
？
共
通
テ
ス
ト
を
ど
う
活
用
？

新
課
程
入
試
へ
の
対
応
、一
般
選
抜
に
お
け
る

志
願
者
の
確
保
や
歩
留
ま
り
率
の
改
善
な
ど
、

課
題
山
積
の
一
般
選
抜
。

18
歳
人
口
減
少
の
中
、一
般
選
抜
は

ど
う
設
計
し
て
い
く
べ
き
な
の
か
。

【図表1】国公立大学の一般選抜志願者数推移

【図表2】私立大学の一般選抜志願者数推移

【図表3】偏差値帯別で異なる共通テスト志望者数増減（2024年度）

【図表4】私立女子大の一般選抜志願者数は減少【図表5】国公立大の後期日程は欠席率が上昇
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＊文部科学省「国公立大学入学者選抜確定志願状況」より（国際教養大学、新潟県立大学、叡啓大学及び芸術文化観光専門職大学は独自日程による試験実施
　のため含まない）

＊ベネッセコーポレーション調べ　（数値は対前年指数、偏差値は「第3回ベネッセ・駿台大学入学共通テスト模試」のB判定値）
　全志望者の指数：国公立大98、共テ利用私大95

＊文部科学省「国公私立大学入学者選抜実施状況」より　※予測値は進研アドによるもの
＊進研アド調べ（5月2日集計）
※数値は2022年度を100とした一般方式の指数  ※西は中部除く

＊文部科学省「後期日程第１時限目の受験状況」より

　ま
ず
、
一
般
選
抜
の
志
願
者
数
推
移

を
確
認
し
て
お
こ
う
【
図
表
１
】。

　国
公
立
大
学
に
関
し
て
は
、
動
き
が

あ
っ
た
の
は
２
０
２
０
年
度
入
試
だ
。

18
歳
人
口
減
少
に
加
え
、
大
学
入
試
セ

ン
タ
ー
試
験
の
難
化
に
よ
り
、
47
万
人

前
後
で
推
移
し
て
い
た
志
願
者
数
が
44

万
人
に
大
き
く
減
少
。
そ
の
後
は
42
万

人
台
に
落
ち
着
い
て
い
る
。
２
０
２
４

年
度
入
試
で
も
志
願
者
数
は
前
年
並
み

で
、
18
歳
人
口
の
減
少
率
を
加
味
す
る

と
、国
公
立
志
向
は
根
強
い
と
言
え
る
。

　私
立
大
学
に
つ
い
て
は
【
図
表
２
】、

入
学
定
員
管
理
厳
格
化
に
よ
っ
て
合
格

者
数
の
絞
り
込
み
が
行
わ
れ
、
そ
れ
に

伴
う
併
願
校
数
増
に
よ
り
志
願
者
数
が

右
肩
上
が
り
だ
っ
た
の
が
、
２
０
２
１

年
度
入
試
で
急
転
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

な
ど
に
よ
り
併
願
校
数
の
絞
り
込
み
が

進
み
、
志
願
者
数
が
激
減
し
た
ま
ま
回

復
し
て
い
な
い
。
２
０
２
４
年
度
入
試

は
微
減
に
と
ど
ま
る
見
込
み
だ
。

　２
０
２
４
年
度
入
試
に
お
け
る
特
徴

的
な
動
き
を
確
認
し
よ
う
。
ま
ず
、
共

通
テ
ス
ト
利
用
枠
の
志
望
者
数
の
増
減

を
学
問
系
統
ご
と
に
見
る
と
【
図
表

３
】、
理
系
人
気
は
落
ち
着
い
た
感
が

あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
減
少
傾
向
に
あ
っ

た
国
際
関
係
学
系
統
は
回
復
の
兆
し
が

見
ら
れ
る
。

　偏
差
値
帯
別
の
傾
向
で
は
、
国
公
立

大
学
は
、
偏
差
値
帯
55
〜
64
で
の
増

加
が
め
だ
つ
。
難
関
大
学
も
出
願
者
数

は
微
増
だ
っ
た
。
従
来
、
国
公
立
大
学

を
諦
め
て
い
た
層
が
多
く
志
望
し
た
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
一
方
、
私
立
大
学

で
は
、偏
差
値
帯
上
位
の
大
学
で
増
加
。

よ
り
上
位
大
学
へ
の
合
格
を
め
ざ
し
、

積
極
的
に
志
望
し
た
と
見
る
の
が
よ
い

だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
の
層
は
国
公
立

大
学
志
望
者
と
も
重
な
り
が
ち
だ
。
共

通
テ
ス
ト
利
用
入
試
の
歩
留
ま
り
率
は

低
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　近
年
、
募
集
環
境
が
厳
し
い
私
立
女

子
大
は
、
状
況
が
さ
ら
に
悪
化
。
女
子

大
に
多
く
設
置
さ
れ
て
い
る
生
活
科
学

系
統
の
不
人
気
に
加
え
、
共
学
の
難
易

度
上
位
大
に
合
格
し
や
す
く
な
っ
た
こ

と
が
主
な
理
由
だ
ろ
う
。
減
少
幅
が
大

き
く
深
刻
だ
【
図
表
４
】。

　後
期
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
縮
小
も
顕
著

だ
。
国
公
立
大
学
の
後
期
日
程
の
欠
席

率
は
上
昇
が
続
い
て
い
る
【
図
表
５
】。

「
後
期
に
出
願
し
た
が
、
前
期
や
私
立

大
学
に
合
格
し
た
の
で
欠
席
し
た
」
と

い
う
受
験
生
の
状
況
が
浮
か
び
上
が

る
。
後
期
出
願
の〝
保
険
〞
は
受
験
生

の
安
全
志
向
を
示
す
も
の
だ
。
高
校
教

員
か
ら
は
「
後
期
が
あ
る
と
生
徒
が
前

期
ま
で
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
て
よ
い
」

と
い
う
声
を
聞
く
。
後
期
入
試
を
取
り

や
め
る
際
に
は
、
事
前
に
パ
イ
プ
の
太

い
高
校
と
対
話
す
る
と
よ
い
だ
ろ
う
。

受
験
生
の
心
理
か
ら
読
む

志
願
者
数
の
変
化
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人
口
減
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【図表1】国公立大学の一般選抜志願者数推移

【図表2】私立大学の一般選抜志願者数推移

【図表3】偏差値帯別で異なる共通テスト志望者数増減（2024年度）

【図表4】私立女子大の一般選抜志願者数は減少【図表5】国公立大の後期日程は欠席率が上昇
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（入試年度）
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●3,028 3,052

3,164

3,392

3,652

3,890

3,776

3,228 3,228

3,084 3,063
（予測値）

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024
（入試年度）

センター試験受験者数の減少
・現役：18歳人口減少
・既卒：共テ導入前の安全志向
               ＋
センター平均点ダウンによる出願見送り

合格者数の絞り込み
→併願校を増やして合格可能性を高める
→実質倍率が上昇のサイクル

さらに
減少

さらに
減少

前年度
並み

共テ受験者数は
減少したが、
志願者数は
減らなかった
23年度：423,180人
24年度：423,260人

（千人）

4，000

3，500

3，000

2，500

（千人）

超安全志向で
挑戦校への
出願を見送る

●

転換期

受
験
動
向
の
特
徴
を
押
さ
え
る
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2022 2023 2024 （年度）
（年度）

（％）

2024202320222021202020192018

56.9 57.2

61.3
62.2

62.9 63.2

国公立大 後期日程 欠席率

63.7

共学大（私立大）　　　      女子大（私立大・東）　　
女子大（私立大・西）　　     女子大（私立大・中部）　

偏差値帯 人文
科学 語学 法学

75以上

70～74

65～69

60～64

55～59

50～54

45～49

40～44

35～39

35未満

国
公
立
大

共
テ
利
用
私
大

経済・
経営・
商学 

社会学 国際
関係学

教員 
養成・
教育学

生活
科学 芸術学 総合

科学
保健
衛生学 医学 歯学 薬学 理学 工学 農・

水産学

志望者計
前年比

75以上
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65～69
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志望者計
前年比

全志望者の指数
＋５以上

全志望者の指数
－５以下 



特集  "選ばれる"入試～全入時代の入試戦略

9 No.312 8No.312

＊1 「地理総合、地理探究」「歴史総合、日本史探究」「歴史総合、世界史探究」「公共、倫理」「公共、政治・経済」「地理総合、歴史総合、公共」

【図表6】国公立大学の新課程入試科目の概要と高校での対応【図表8】共通テストにおける
「情報」の必須／選択の割合

【図表9】地歴・公民を課す際の
「地理総合／歴史総合／公共」選択の可否

【図表10】共通テスト地歴・公民のサンプル問題の特徴

＊2 北海道大、東北大、東京大、東京工業大（2024年10月から東京科学大）、一橋大、名古屋大、京都大、大阪大、神戸大、九州大
＊3 筑波大、千葉大、横浜国立大、新潟大、金沢大、信州大、岡山大、広島大、熊本大、東京都立大、大阪公立大 

＊ベネッセコーポレーション教育情報センター「新課程入試と探究型入試」（2023年12月）をBetween編集部にて一部加工

分析対象：5,706募集単位 

分析対象：888募集単位 

分析対象 ： 2,495募集単位

分析対象 ： 911募集単位 

＊大学入試センター「令和7年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テスト出題教科・科目の出題方法」（2023年6月）

分析対象：3,695募集単位 
※東洋大、関西学院大は含まない

＊ベネッセコーポレーション調べ（2024年1月下旬時点の大学公表情報を基に作成）

＊ベネッセコーポレーション分析（サンプル問題は大学入試センターが公表したもの）

【図表7】共通テストにおける新旧課程対応～出題の参考

　２
０
２
５
年
度
入
試
か
ら
、
大
学
に

は
新
課
程
に
対
応
し
た
科
目
編
成
、
出

題
範
囲
へ
の
変
更
が
求
め
ら
れ
る
。
受

験
生
は
基
本
的
に
第
１
志
望
と
出
題
範

囲
が
重
な
る
併
願
校
を
選
ぶ
た
め
、
他

大
学
の
状
況
を
把
握
し
て
お
き
た
い
。

　ま
ず
、
国
公
立
大
学
の
出
題
科
目
の

概
況
を
確
認
す
る
【
図
表
６
】。
共
通

テ
ス
ト
の
「
情
報
Ⅰ
」
に
関
し
て
は
、

国
立
は
国
立
大
学
協
会
の
方
針
に
よ

り
、
基
本
的
に
必
須
で
課
す
。
地
歴
・

公
民
は
6
科
目
編
成
と
な
り
、
受
験

生
は
最
大
2
科
目
を
選
択
す
る
。
注
目

は
、
新
た
な
組
み
合
わ
せ
と
し
て
「
地

理
総
合
、
歴
史
総
合
、
公
共
」
が
設
定

さ
れ
た
こ
と
。
た
だ
し
、
こ
れ
を
選
択

で
き
る
よ
う
に
す
る
か
ど
う
か
は
大
学

に
よ
っ
て
異
な
る
。
数
学
②
は
「
数
学

C
」も
加
わ
り
、現
行
課
程
で「
数
学
Ⅱ・

B
」
を
課
し
て
い
た
大
学
は
、ほ
ぼ
「
数

学
Ⅱ・
B
・
C
」
に
変
更
す
る
。

　忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
情
報
、

地
歴
・
公
民
、
数
学
で
新
旧
の
経
過
措

置
が
必
要
に
な
る
こ
と
。
共
通
テ
ス
ト

の
措
置
を
【
図
表
７
】
に
示
し
た
の
で
、

個
別
試
験
の
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。

■
情
報
科
目
の
扱
い

　国
立
大
学
で
は
95
・
2
％
の
募
集
単

位
が
共
通
テ
ス
ト
で
「
情
報
Ⅰ
」
を
必

須
と
す
る
【
図
表
８
】。
配
点
比
率
は

５
〜
９
％
と
す
る
大
学
が
多
い
が
、
中

に
は
京
都
大
学
工
学
部
情
報
学
科

（
22
％
）
や
富
山
大
学
工
学
部
工
学
科

知
能
情
報
工
学
コ
ー
ス
（
16
％
）
の
よ

う
に
高
く
設
定
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　私
立
大
学
の
共
通
テ
ス
ト
利
用
方
式

で
「
情
報
Ⅰ
」
が
必
須
の
募
集
単
位
は

わ
ず
か
1
・
7
%
。
選
択
も
57
・
1
%

に
と
ど
ま
る
が
、
東
京
電
機
大
学
の
４

教
科
方
式
や
立
命
館
大
学
の
共
通
テ
ス

ト
併
用
情
報
活
用
型
の
よ
う
に
、
情
報

を
重
視
す
る
方
式
を
設
け
る
大
学
も
あ

る
。
教
員
不
足
等
で
「
情
報
Ⅰ
」
の
対

策
が
難
し
い
高
校
は
多
く
、「
長
期
休

暇
に
補
習
を
実
施
」「
生
徒
が
自
学
自

習
で
き
る
教
材
を
準
備
」
と
考
え
て
い

る
。
連
携
校
を
支
援
す
る
の
も
よ
い
だ

ろ
う
。

■
地
歴
・
公
民
科
目
の
扱
い

　共
通
テ
ス
ト
の
「
地
理
総
合
／
歴
史

総
合
／
公
共
」
の
選
択
は
国
公
立
の 

難
関
大
で
は
ほ
ぼ
選
択
不
可
で
、
ブ

ロ
ッ
ク
大
で
は
64
％
、
そ
れ
以
外
で
は

85
％
の
募
集
単
位
で
選
択
可
能
だ
【
図

表
9
】。
私
立
大
学
は
大
学
群
に
よ
っ

て
状
況
が
異
な
り
、「
早
慶
上
理
」「
関

関
同
立
」
は
9
割
以
上
の
募
集
単
位
で

選
択
不
可
、「
M
A
R
C
H
」は
約
７
割

の
募
集
単
位
で
選
択
可
と
し
て
い
る
。

　総
合
科
目
の
作
問
に
戸
惑
う
大
学
も

あ
る
だ
ろ
う
。
教
科
書
と
併
せ
て
、
共

通
テ
ス
ト
の
サ
ン
プ
ル
問
題
の
分
析

【
図
表
10
】
を
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。

新
課
程
入
試
の
課
題
は

情
報
、地
歴
・
公
民
へ
の
対
応

国立大学

公立大学

私立大学　共通テスト利用方式

教科・科目

新教育課程による
出題科目

①

②

国語

地理
歴史

公民

数学

理科

外国語

情報

教科
旧教育課程履修者等に対する経過措置

旧教育課程による出題科目 出題方法（出題範囲，出題科目選択の方法等） 試験時間（配点）

情報Ⅰ

数学②

国語

数学

地歴

概要 高校での対応
多くの国公立大が必須で課す 授業履修内容を踏まえた共通テスト対策が必要

志望校の設定する試験範囲に応じた対策が必要

志望校の設定する試験範囲に応じた対策が必要

『総合科目』と『探究科目』双方からの出題を想定した対策が必要多くの募集単位が『探究科目』に『総合科目』を含む

『国語』 なし

なし

なし

『旧世界史Ａ』
『旧世界史Ｂ』
『旧日本史Ａ』
『旧日本史Ｂ』
『旧地理Ａ』
『旧地理Ｂ』

『旧現代社会』
『旧倫理』
『旧政治・経済』
『旧倫理，旧政治・経済』

１科目選択
60分
(100点)
２科目選択
130分
(うち解答
時間
120分)
(200点)

70分
(100点)

70分
(100点)

60分
(100点)

『旧数学Ⅰ・
旧数学Ａ』
『旧数学Ⅰ』

『旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ』
『旧数学Ⅱ』
『旧簿記・会計』
『旧情報関係基礎』

『旧情報』

『地理総合，地理探究』
『歴史総合，日本史探究』
『歴史総合，世界史探究』
『公共，倫理』
『公共，政治・経済』
『地理総合，歴史総合，公共』

『数学Ⅰ，
数学Ａ』
『数学Ⅰ』

『数学Ⅱ，
数学Ｂ，
数学Ｃ』

『物理基礎／化学基礎／生物
基礎／地学基礎』『物理』
『化学』『生物』『地学』

『英語』『ドイツ語』『フランス語』
『中国語』『韓国語』

『情報Ⅰ』

『数学Ⅱ、数学B、数学C』が出題科目となる

試験範囲を「現代の国語、言語文化、論理国語、文学国語、
国語表現、古典探究」とする大学・学部や「現代の国語、言
語文化（古文、漢文からも出題）」とする大学・学部がある

次のア，イのいずれかを選択し，解答する。
ア 新教育課程による出題科目の６科目のうちから最大２科目を選択
し，解答する。選択できない組合せについては別表１を参照のこと。
イ 旧教育課程による出題科目の10科目のうちから最大２科目
を選択し，解答する。ただし，同一名称を含む科目の組合せで２
科目を選択することはできない。
新教育課程による出題科目と旧教育課程による出題
科目を組み合わせて選択することはできない。
なお，ア，イのいずれを選択するか及び受験する科目数について
は出願時に申し出ること。

新教育課程による出題科目と旧教育課程による出題科目を合
わせた４科目のうちから１科目を選択し，解答する。

新教育課程による出題科目と旧教育課程による出題科目を合
わせた５科目のうちから１科目を選択し，解答する。なお，科目選
択に当たり，『旧簿記・会計』及び『旧情報関係基礎』の問題冊
子の配付を希望する場合は，出願時に申し出ること。

新教育課程による出題科目と旧教育課程による出題科目を合わせた
２科目のうちから１科目を選択し，解答する。『旧情報』の出題範囲は，
平成21年告示学習指導要領の「社会と情報」及び「情報の科学」
の内容とする。なお，高等学校等において「社会と情報」，「情報の科
学」のいずれの科目を履修していても不利益が生じないよう，両科目の
共通部分に対応した必答問題に加え，「社会と情報」に対応した問題
及び「情報の科学」に対応した問題を出題し，選択解答させる。

新教育課程による出題科目において，必要に応じて，旧教育課
程履修者等が選択可能な問題を出題する場合がある。

『地理総合、歴史総合、公共』の選択可否が大学や募集
単位によって分かれる 

『地理総合、地理探究』『歴史総合、日本史探究』『歴史
総合、世界史探究』『公共、倫理』『公共、政治・経済』から
の選択が志望校対策への汎用性が高い

「数学Ｂ」の２項目（数列、統計的な推測）及び 「数学Ｃ」の
２項目（ベクトル、平面上の曲線と複素数平面）から３項目
の対策が必要

数学B（「統計的な推測」を含むか）、数学C（「平面上の
曲線と複素数平面」を含むか）の試験範囲が大学・学部
によって分かれる

共通
テスト

地歴・公民の
選択科目

個別
試験

地理歴史、数学①、
数学②、情報が経
過措置科目を出題
する。理科は必要に
応じて過年度生用
の選択問題を出題
する場合がある。

地理歴史・公民は新
教育課程による出
題科目と旧教育課
程による出題科目を
組み合わせて選択
することはできない。

数学②の試験時間
は旧教育課程によ
る出題科目も含めて
70分となる。

＊コメント：ベネッセコーポ
レーション教育情報センター
「新課程入試と探究型入
試」（2023年7月）

必須
95.2%

必須
42.7%

選択 3.2%

選択
37.3%

選択
57.1%

課さない 1.6%

課さない 
20.0%

課さない
35.2%

未定 6.0%

科目 特徴

①生徒が、資料をもとに「問い」を追及するという設定で展開されている。
②日本と世界の資料を用いた考察が求められ、中学歴史の知識に加えて、概念
的な理解の獲得が求められる。
③個々の歴史事象の暗記ではなく、大局的に歴史を捉える力が求められる。

①資料をもとに生徒が話し合って解決策を導く過程が設問として展開されている。
②グラフ、統計表、主題図、写真、文献など多くの種類が用いられ、GISの活用を
含めて、正しく資料を読み取り、考察する力が問われている。
③地理的根拠をもって解決策を考察する論理的思考力が重視されている。

①様々な立場から多面的・多角的に考察する力が求められている。
②多様な資料の読解に基づいて考察する必要がある。
③探究活動など生徒の学習場面を題材とした出題。

歴史総合

地理総合

公共

分析対象：3,174募集単位 0 20 40 60 80 100
（％）

0 20 40 60 80 100
（％）

難関大
300募集単位

不可
99.0

35.8

不可
97.3

64.2

可
2.7

ブロック大
520募集単位

その他
2,354募集単位

早慶上理
111募集単位

MARCH
309募集単位

日東駒専※

139募集単位

関関同立
322募集単位

その他
2,814募集単位

85.2 14.8

69.3 30.7

95.7 4.3

91.2 8.8

国
公
立
大
学

私
立
大
学

必須 1.7%

＊1

＊2

＊3

＊ベネッセコーポレーション調べ
（2024年1月下旬時点の大学公表情報を基に作成）

＊2

＊3

新
課
程
入
試
対
応
の
課
題

可
1.0

93.26.8
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＊1 「地理総合、地理探究」「歴史総合、日本史探究」「歴史総合、世界史探究」「公共、倫理」「公共、政治・経済」「地理総合、歴史総合、公共」

【図表6】国公立大学の新課程入試科目の概要と高校での対応【図表8】共通テストにおける
「情報」の必須／選択の割合

【図表9】地歴・公民を課す際の
「地理総合／歴史総合／公共」選択の可否

【図表10】共通テスト地歴・公民のサンプル問題の特徴

＊2 北海道大、東北大、東京大、東京工業大（2024年10月から東京科学大）、一橋大、名古屋大、京都大、大阪大、神戸大、九州大
＊3 筑波大、千葉大、横浜国立大、新潟大、金沢大、信州大、岡山大、広島大、熊本大、東京都立大、大阪公立大 

＊ベネッセコーポレーション教育情報センター「新課程入試と探究型入試」（2023年12月）をBetween編集部にて一部加工

分析対象：5,706募集単位 

分析対象：888募集単位 

分析対象 ： 2,495募集単位

分析対象 ： 911募集単位 

＊大学入試センター「令和7年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テスト出題教科・科目の出題方法」（2023年6月）

分析対象：3,695募集単位 
※東洋大、関西学院大は含まない

＊ベネッセコーポレーション調べ（2024年1月下旬時点の大学公表情報を基に作成）

＊ベネッセコーポレーション分析（サンプル問題は大学入試センターが公表したもの）

【図表7】共通テストにおける新旧課程対応～出題の参考

　２
０
２
５
年
度
入
試
か
ら
、
大
学
に

は
新
課
程
に
対
応
し
た
科
目
編
成
、
出

題
範
囲
へ
の
変
更
が
求
め
ら
れ
る
。
受

験
生
は
基
本
的
に
第
１
志
望
と
出
題
範

囲
が
重
な
る
併
願
校
を
選
ぶ
た
め
、
他

大
学
の
状
況
を
把
握
し
て
お
き
た
い
。

　ま
ず
、
国
公
立
大
学
の
出
題
科
目
の

概
況
を
確
認
す
る
【
図
表
６
】。
共
通

テ
ス
ト
の
「
情
報
Ⅰ
」
に
関
し
て
は
、

国
立
は
国
立
大
学
協
会
の
方
針
に
よ

り
、
基
本
的
に
必
須
で
課
す
。
地
歴
・

公
民
は
6
科
目
編
成
と
な
り
、
受
験

生
は
最
大
2
科
目
を
選
択
す
る
。
注
目

は
、
新
た
な
組
み
合
わ
せ
と
し
て
「
地

理
総
合
、
歴
史
総
合
、
公
共
」
が
設
定

さ
れ
た
こ
と
。
た
だ
し
、
こ
れ
を
選
択

で
き
る
よ
う
に
す
る
か
ど
う
か
は
大
学

に
よ
っ
て
異
な
る
。
数
学
②
は
「
数
学

C
」も
加
わ
り
、現
行
課
程
で「
数
学
Ⅱ・

B
」
を
課
し
て
い
た
大
学
は
、ほ
ぼ
「
数

学
Ⅱ・
B
・
C
」
に
変
更
す
る
。

　忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
情
報
、

地
歴
・
公
民
、
数
学
で
新
旧
の
経
過
措

置
が
必
要
に
な
る
こ
と
。
共
通
テ
ス
ト

の
措
置
を
【
図
表
７
】
に
示
し
た
の
で
、

個
別
試
験
の
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。

■
情
報
科
目
の
扱
い

　国
立
大
学
で
は
95
・
2
％
の
募
集
単

位
が
共
通
テ
ス
ト
で
「
情
報
Ⅰ
」
を
必

須
と
す
る
【
図
表
８
】。
配
点
比
率
は

５
〜
９
％
と
す
る
大
学
が
多
い
が
、
中

に
は
京
都
大
学
工
学
部
情
報
学
科

（
22
％
）
や
富
山
大
学
工
学
部
工
学
科

知
能
情
報
工
学
コ
ー
ス
（
16
％
）
の
よ

う
に
高
く
設
定
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　私
立
大
学
の
共
通
テ
ス
ト
利
用
方
式

で
「
情
報
Ⅰ
」
が
必
須
の
募
集
単
位
は

わ
ず
か
1
・
7
%
。
選
択
も
57
・
1
%

に
と
ど
ま
る
が
、
東
京
電
機
大
学
の
４

教
科
方
式
や
立
命
館
大
学
の
共
通
テ
ス

ト
併
用
情
報
活
用
型
の
よ
う
に
、
情
報

を
重
視
す
る
方
式
を
設
け
る
大
学
も
あ

る
。
教
員
不
足
等
で
「
情
報
Ⅰ
」
の
対

策
が
難
し
い
高
校
は
多
く
、「
長
期
休

暇
に
補
習
を
実
施
」「
生
徒
が
自
学
自

習
で
き
る
教
材
を
準
備
」
と
考
え
て
い

る
。
連
携
校
を
支
援
す
る
の
も
よ
い
だ

ろ
う
。

■
地
歴
・
公
民
科
目
の
扱
い

　共
通
テ
ス
ト
の
「
地
理
総
合
／
歴
史

総
合
／
公
共
」
の
選
択
は
国
公
立
の 

難
関
大
で
は
ほ
ぼ
選
択
不
可
で
、
ブ

ロ
ッ
ク
大
で
は
64
％
、
そ
れ
以
外
で
は

85
％
の
募
集
単
位
で
選
択
可
能
だ
【
図

表
9
】。
私
立
大
学
は
大
学
群
に
よ
っ

て
状
況
が
異
な
り
、「
早
慶
上
理
」「
関

関
同
立
」
は
9
割
以
上
の
募
集
単
位
で

選
択
不
可
、「
M
A
R
C
H
」は
約
７
割

の
募
集
単
位
で
選
択
可
と
し
て
い
る
。

　総
合
科
目
の
作
問
に
戸
惑
う
大
学
も

あ
る
だ
ろ
う
。
教
科
書
と
併
せ
て
、
共

通
テ
ス
ト
の
サ
ン
プ
ル
問
題
の
分
析

【
図
表
10
】
を
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。

新
課
程
入
試
の
課
題
は

情
報
、地
歴
・
公
民
へ
の
対
応

国立大学

公立大学

私立大学　共通テスト利用方式

教科・科目

新教育課程による
出題科目

①

②

国語

地理
歴史

公民

数学

理科

外国語

情報

教科
旧教育課程履修者等に対する経過措置

旧教育課程による出題科目 出題方法（出題範囲，出題科目選択の方法等） 試験時間（配点）

情報Ⅰ

数学②

国語

数学

地歴

概要 高校での対応
多くの国公立大が必須で課す 授業履修内容を踏まえた共通テスト対策が必要

志望校の設定する試験範囲に応じた対策が必要

志望校の設定する試験範囲に応じた対策が必要

『総合科目』と『探究科目』双方からの出題を想定した対策が必要多くの募集単位が『探究科目』に『総合科目』を含む

『国語』 なし

なし

なし

『旧世界史Ａ』
『旧世界史Ｂ』
『旧日本史Ａ』
『旧日本史Ｂ』
『旧地理Ａ』
『旧地理Ｂ』

『旧現代社会』
『旧倫理』
『旧政治・経済』
『旧倫理，旧政治・経済』

１科目選択
60分
(100点)
２科目選択
130分
(うち解答
時間
120分)
(200点)

70分
(100点)

70分
(100点)

60分
(100点)

『旧数学Ⅰ・
旧数学Ａ』
『旧数学Ⅰ』

『旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ』
『旧数学Ⅱ』
『旧簿記・会計』
『旧情報関係基礎』

『旧情報』

『地理総合，地理探究』
『歴史総合，日本史探究』
『歴史総合，世界史探究』
『公共，倫理』
『公共，政治・経済』
『地理総合，歴史総合，公共』

『数学Ⅰ，
数学Ａ』
『数学Ⅰ』

『数学Ⅱ，
数学Ｂ，
数学Ｃ』

『物理基礎／化学基礎／生物
基礎／地学基礎』『物理』
『化学』『生物』『地学』

『英語』『ドイツ語』『フランス語』
『中国語』『韓国語』

『情報Ⅰ』

『数学Ⅱ、数学B、数学C』が出題科目となる

試験範囲を「現代の国語、言語文化、論理国語、文学国語、
国語表現、古典探究」とする大学・学部や「現代の国語、言
語文化（古文、漢文からも出題）」とする大学・学部がある

次のア，イのいずれかを選択し，解答する。
ア 新教育課程による出題科目の６科目のうちから最大２科目を選択
し，解答する。選択できない組合せについては別表１を参照のこと。
イ 旧教育課程による出題科目の10科目のうちから最大２科目
を選択し，解答する。ただし，同一名称を含む科目の組合せで２
科目を選択することはできない。
新教育課程による出題科目と旧教育課程による出題
科目を組み合わせて選択することはできない。
なお，ア，イのいずれを選択するか及び受験する科目数について
は出願時に申し出ること。

新教育課程による出題科目と旧教育課程による出題科目を合
わせた４科目のうちから１科目を選択し，解答する。

新教育課程による出題科目と旧教育課程による出題科目を合
わせた５科目のうちから１科目を選択し，解答する。なお，科目選
択に当たり，『旧簿記・会計』及び『旧情報関係基礎』の問題冊
子の配付を希望する場合は，出願時に申し出ること。

新教育課程による出題科目と旧教育課程による出題科目を合わせた
２科目のうちから１科目を選択し，解答する。『旧情報』の出題範囲は，
平成21年告示学習指導要領の「社会と情報」及び「情報の科学」
の内容とする。なお，高等学校等において「社会と情報」，「情報の科
学」のいずれの科目を履修していても不利益が生じないよう，両科目の
共通部分に対応した必答問題に加え，「社会と情報」に対応した問題
及び「情報の科学」に対応した問題を出題し，選択解答させる。

新教育課程による出題科目において，必要に応じて，旧教育課
程履修者等が選択可能な問題を出題する場合がある。

『地理総合、歴史総合、公共』の選択可否が大学や募集
単位によって分かれる 

『地理総合、地理探究』『歴史総合、日本史探究』『歴史
総合、世界史探究』『公共、倫理』『公共、政治・経済』から
の選択が志望校対策への汎用性が高い

「数学Ｂ」の２項目（数列、統計的な推測）及び 「数学Ｃ」の
２項目（ベクトル、平面上の曲線と複素数平面）から３項目
の対策が必要

数学B（「統計的な推測」を含むか）、数学C（「平面上の
曲線と複素数平面」を含むか）の試験範囲が大学・学部
によって分かれる

共通
テスト

地歴・公民の
選択科目

個別
試験

地理歴史、数学①、
数学②、情報が経
過措置科目を出題
する。理科は必要に
応じて過年度生用
の選択問題を出題
する場合がある。

地理歴史・公民は新
教育課程による出
題科目と旧教育課
程による出題科目を
組み合わせて選択
することはできない。

数学②の試験時間
は旧教育課程によ
る出題科目も含めて
70分となる。

＊コメント：ベネッセコーポ
レーション教育情報センター
「新課程入試と探究型入
試」（2023年7月）

必須
95.2%

必須
42.7%

選択 3.2%

選択
37.3%

選択
57.1%

課さない 1.6%

課さない 
20.0%

課さない
35.2%

未定 6.0%

科目 特徴

①生徒が、資料をもとに「問い」を追及するという設定で展開されている。
②日本と世界の資料を用いた考察が求められ、中学歴史の知識に加えて、概念
的な理解の獲得が求められる。
③個々の歴史事象の暗記ではなく、大局的に歴史を捉える力が求められる。

①資料をもとに生徒が話し合って解決策を導く過程が設問として展開されている。
②グラフ、統計表、主題図、写真、文献など多くの種類が用いられ、GISの活用を
含めて、正しく資料を読み取り、考察する力が問われている。
③地理的根拠をもって解決策を考察する論理的思考力が重視されている。

①様々な立場から多面的・多角的に考察する力が求められている。
②多様な資料の読解に基づいて考察する必要がある。
③探究活動など生徒の学習場面を題材とした出題。

歴史総合

地理総合

公共

分析対象：3,174募集単位 0 20 40 60 80 100
（％）

0 20 40 60 80 100
（％）

難関大
300募集単位

不可
99.0

35.8

不可
97.3

64.2

可
2.7

ブロック大
520募集単位

その他
2,354募集単位

早慶上理
111募集単位

MARCH
309募集単位

日東駒専※

139募集単位

関関同立
322募集単位

その他
2,814募集単位

85.2 14.8

69.3 30.7

95.7 4.3

91.2 8.8

国
公
立
大
学

私
立
大
学

必須 1.7%

＊1

＊2

＊3

＊ベネッセコーポレーション調べ
（2024年1月下旬時点の大学公表情報を基に作成）

＊2

＊3

新
課
程
入
試
対
応
の
課
題

可
1.0

93.26.8
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＊4 本誌制作時点（2024年5月）では2024年度のデータは未公表。

【図表11】共通テスト志願者数・受験者数の推移

【図表12】共通テストの利用方法【図表13】共通テスト利用方式の大学単位の志願者数増減

前期A

前期B

後期

　
共
通
テ
ス
ト（
大
学
セ
ン
タ
ー
試
験
）

の
志
願
者
数
は
18
歳
人
口
の
減
少
に

伴
っ
て
２
０
１
８
年
か
ら
年
々
減
り
、

２
０
２
４
年
度
入
試
で
は
前
年
か
ら
約

２
・
１
万
人
減
少
し
た
【
図
表
11
】。

注
目
す
べ
き
は
受
験
率
だ
。
セ
ン
タ
ー

試
験
時
に
は
94
％
台
だ
っ
た
が
、
共
通

テ
ス
ト
後
は
90
〜
93
％
と
低
下
し
た
。

年
内
入
試
の
募
集
枠
が
私
立
だ
け
で
な

く
国
公
立
大
学
で
も
年
々
拡
大
し
、
そ

の
結
果
、
年
内
入
試
で
早
期
に
合
格
が

決
ま
る
ケ
ー
ス
が
増
え
た
か
ら
だ
と
考

え
ら
れ
る
。

　
共
通
テ
ス
ト
の
利
用
方
法
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。
２
０
２
０
年
度
と
２
０

２
３
年
度
で
比
較
す
る
と
【
図
表
12
】、

国
立
大
学
は
、
共
通
テ
ス
ト
の
み
で
選

抜
す
る
募
集
単
位
が
４
・
６
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し
た
。
今
後
、
志
願
者
減
少
に
直

面
し
た
地
方
国
立
大
学
が
、
共
通
テ
ス

ト
の
み
で
選
抜
す
る
枠
を
拡
大
す
れ

ば
、
エ
リ
ア
内
で
併
願
関
係
に
あ
る
公

立
、
私
立
大
学
の
募
集
に
大
き
く
影
響

す
る
だ
ろ
う
。

　
私
立
大
学
で
共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試

方
式
を
実
施
し
て
い
る
募
集
単
位
は
、

全
体
の
約
45
％
を
占
め
る
（
２
０
２
３

年
度
）。
方
式
別
に
志
願
者
数
推
移
を

見
る
と
【
図
表
13
】、
増
加
基
調
で
あ

る
の
は
共
通
テ
ス
ト
実
施
前
に
出
願
を

締
め
切
る
前
期
A
タ
イ
プ
。
背
景
と
し

て
、
国
公
立
志
望
者
が
併
願
す
る
私
立

大
学
に
積
極
的
に
出
願
し
た
結
果
だ
ろ

う
。
共
通
テ
ス
ト
実
施
後
に
出
願
を
締

め
切
る
前
期
B
タ
イ
プ
は
、
共
通
テ
ス

ト
の
平
均
点
上
昇
に
も
か
か
わ
ら
ず
志

願
者
数
が
減
少
。
前
期
A
に
合
格
し
て

出
願
を
取
り
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＊文部科学省「大学入学者選抜の実態の把握及び分析等に関する調査研究調査報告書」＊進研アド調べ（5月2日集計）
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＊「Between大学経営シンポジウム2024」参加者アンケート（2024年2月 n=794）

水谷 明功
みずたにあきのり●2000年ベネッ
セコーポレーション入社、2011年北
陸支社長。2014年から進研模試、
GTEC、小論文等の採点に携わる。
2024年より現職。

　2025年度入試から新課程入試が始まります。大学
関係者対象のアンケートでは、入試において最も重視し
ている課題として、「新学習指導要領への対応」が最上
位に挙がっています【図表14】。そこで、新課程入試に
関する課題を掘り下げて整理してみます。
【課題１】新科目への対応
　新課程移行後の一般選抜で、大学が頭を悩ませてい
るのは歴史科目への対応です。前年に各大学から出され
た出題予告では、多くの大学が日本史・世界史という枠を
外さず、「歴史総合の日本史部分」あるいは「歴史総合の
世界史部分」の選択という形にしていましたが、「こうした
出題は歴史総合という科目の趣旨に反する」という指摘
が文科省から入りました。そのため、出題範囲から歴史総
合を外し、日本史探究、世界史探究へと変える大学も少
なからずあります。歴史総合の作問は、日本史と世界史そ
れぞれの担当者が一緒に問題を考える必要があり、こうし
た負担に耐えられる大学でないと作問が難しいからでしょ
う。また、私立でも個別試験で「情報」を出題する大学が
見られます。これは、偏差値上位の大学に限った傾向では
なく、情報系の教員の希望によるケースが多いようです。
【課題２】旧課程生への対応
　2025年度入試は既卒の旧課程生も受験します。新
旧両課程の共通範囲から問題を考えるのは非常に難し
く、一方で新課程色が強い問題にしてしまうと、旧課程
生用に別問題をつくる必要があります。最も入試問題を
つくりにくい年度と言えるでしょう。
　現状、前年度の入試から極力変えずに済むギリギリの
ラインで調整する大学が多いようです。一方で、入試改

革をリードする大学は新課程入試初年度からしっかり
「情報」を課すなど、二極化する傾向が見られます。
【課題３】つくり手、つくり方の問題
　入試方式の複線化や日程増、新課程対応などによ
り、作問担当教員の負担が増えているのに加えて、世
代交代も問題になっています。ベテラン担当者が退職
し、経験が浅い教員が作問にあたると、問題の内容や
難易度が安定しません。作問を輪番制にする大学もあ
りますが、数年に１度の作問のために担当教員が高校
の教科書を読み込むのは容易ではなく、ノウハウも蓄
積されません。マンパワーがある大規模大学は学部の
個別試験を続けられますが、そうでない大学は全学部
統一入試で対応せざるを得ません。そうなると、一般
選抜で学部の AP を反映した入試を行うのは難しくなる
ため、募集人員数が少なく面接や小論文等が主の年
内入試で APを反映するという流れが見られます。
「選抜する」という意識を変える必要が
　文科省が出す方針は設置区分別や入試難易度別
ではありません。中堅の私立大学がそれに対応するに
しても大学の負担が大きいうえに、受験対策ができる
受験生も少ないでしょう。ある意味、二極化はしかたな
いことです。全入時代が本格化した今、「選抜する」
という意識を変える必要があるのではないでしょうか。入
学後にリメディアル教育をするのであれば、その内容を
入試問題にするのも方法の一つです。大学で学ばせ
たい内容について課題を出し、それに取り組んでもらう。
そんな学習に向かわせるための機会としての入試があっ
てもよいのではないでしょうか。

（株）進研アド
入試サポート事業本部
事業本部長
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【図表14】入試において最も重視している課題 
183

150         

117                  

99                         

12                                                 

（件）0 50 100 150 200


